
 
２０２２年度 老上小学校通信 №１２（２月１０日号）  （校長 西村 洋） 

       『もっと老上、ずっと老上』  

       Ｔｈiｓ iｓ ОＩＫＡＭＩ． 
学校教育目標  学びをひろげ 心ゆたかに 人とつながろう 

（学校だより、学年通信・ほけんだより、行事予定、下校時刻などは老上小学校ＨＰでご覧になれます） 
 

県内で唯一本校が、『交通安全優良学校表彰』を受賞しました！ 
 
たいへん喜ばしい知らせが届きました。 
本校が、全国で 45 校に与えられる「交通安全優良学校」に選ばれました。 
去る１月１８日に、東京で授賞式が行われたのですが、本校は残念ながら出席できず、

下の写真にある賞状と盾を滋賀県交通安全協会の会長さんらが届けに来てくださいました。   
受賞理由は、開校当時より長年にわたり、交通事故防止、交通安全教育活動に取り組ん

できたことが認められというものです。とりわけ PＴＡやスクールガードさん、町内会の
各種団体の方々が、「地域の子どもたちを見守り、安全・安心な老上に」を合言葉に登下校
の子どもたちの見守りを積極的に行っていただき、大きな事故無く今日を迎えられたこと
の成果と認識しています。学校はもちろん、老上学区の皆様と喜び合いたい表彰です。 

ところでスクールガードさんの中には、登校時の三差路で子どもを見守ってくださり、
横断歩道を渡る子どもたちとじゃんけんをされている方がいらっしゃいます。低学年だけ
でなく高学年の子どもの中にも、楽しそうにじゃんけんをしてそこを通っています。勝っ
た時には「いえーい」負けた時には「ああー」とオーバーアクションで子どもと関わって
おられることについてその理由を聞くと、「元気をだして一日を過ごしてほしいんです。」
とおっしゃいました。子どもの前で笑顔を絶やさない姿を見習いたいと思います。 
また、矢倉学区にお住まいなのに、集団登校の最後の班に寄り添って、子どもの安全を

見守ってくださっている方もいらっしゃいます。「孫が老上小学校に在籍しているから」と
聞かせてもらいましたが、毎日、学校近くまで最後の班を送り届けてくださっている姿に
感謝しかありません。この方々のほかにも、いつも交差点付近で立哨してくださったり、
子どもと一緒に登下校してくださったりする地域の方や保護者の方がいらっしゃいます。 
私たち教職員も、今回の受賞の意味をしっかりと受け止め、子どもたちへの交通安全指

導に生かしていきたいと思います。今後ともご支援ご協力をよろしくお願いします。 
 

最近見聞きした子どもたちのよい姿をお伝えします。 
①６年生の家庭科でミシンの学習がありました。グループの中に使い方に慣れていない子どもが時間をかけ

てミシンを使っていても、責めることなくその子のペースで作業することを認める子どもたちがいました。 

                               （ボランティアさんより） 

②体育科の持久走がありました。クラスの半分の児童が走り、残りの児童は「がんばれ～」と応援していま

した。ある児童はトラックの内側で、通過する子どもとハイタッチをして励ましていました。（校長より） 



3 月の行事予定 

今年度の学校生活も残りわずかとなりました。6 年生のクラスでは教室にカウントダウ
ンカレンダーが吊られ、その枚数も少なくなってきました。 
 校内では、在校生が 20 日から始まる「6 年生を送る週間」や 28 日の「送る会」に向
けて準備や練習に励んでいます。特に 5 年生が「自分たちの出番がやって来た」と生き生
きと取り組んでいる姿を頼もしく思います。熱が入っているのは私たち教師も同じです。 
 3 月に入ると、6 年生は卒業に向かってまっしぐらとなりますが、その 6 年生らも、学
校や地域の方々、なかまに向けて感謝の気持ちを表す活動を進めています。 
 盛り上がりを見せる子どもたちと教職員の姿を目の前にして、喜んでいる私です。 
 
第 4 回学校運営協議会を終えて 

2月１日、地域の方や保護者さんの代表８名と学校代表の４名で構成し、学校運営について熟議を重

ねる「学校運営協議会」の最終回を開催しました。 

今回は、これまでの取組をふりかえり、委員さんからご意見【評価】を受ける場となりました。その

場で出された意見を紹介します。 

・学校の取組が一定の成果を得ている。 

・「学校が楽しい」と回答した児童が、９２％の結果は素晴らしい。 

・いじめを根絶する取組や児童の問題行動の未然防止の取組に

ついては、さらに具体的な説明をしていくとよかった。 

・教職員は懸命に取り組まれているが、児童だけでなく教職員も

心身共に健康について留意していく必要がある。 

・児童対応、教材研究、事務処理など、定時に退勤するのは難し

い面が見られる。休んだ教師のかわりに教務が対応することで、

その負担も大きい。→現場の状況を関係機関に伝え、学校の勤務・業務改善につながるとよい。 

・スクールＥＳＤの取組は、素晴らしく、児童が地域への関心を高めている。今後は、保護者も更に巻き込んで活

動を広げていけるとよい。次年度も、まちづくり協議会等との連携を大切にして学校運営ができるとよい。 

・不登校等の児童にもきめ細かに対応されている。など 

１年間、本校の学校運営に対して貴重なご意見とご示唆をいただきありがとうございました。 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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5 校時日課 

3 年 ESD 活動 
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6 年生を送る会 
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4 校時日課 

給食後 13:25

下校 
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4 校時日課 

3 年 ESD 活動 

給食後 13:25

下校 
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地域別児童会② 

5 校時日課 
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3 年 ESD 活動 

６年地域の掃除 
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3 年ＥＳＤ活動 
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４年ＥＳＤ 

発表会③④ 
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3 年ＥＳＤ活動 
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5 校時日課 

3 年ＥＳＤ活動 
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5 校時日課 

3 年ＥＳＤ活動 
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給食最終日 

卒業式前日 
準備⑤ 
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卒業証書授与

式(6 年生のみ

登校) 
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４校時日課 
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春分の日 
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４校時日課 
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４校時日課 
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修了式 

3 校時日課 
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学年末

休業 
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